
匝亘頑  

健康危機管理体制の確立等がなされた。  

（d）cJD訴訟  

脳外科手術等に用いられていたヒト乾燥硬膜を介してクロイツフェルト・ヤコブ病（CJ   

D）に歳患したことに対する損害賠償訴訟である。CJDは、細菌でもウイルスでもない窒白   

質の一種であるプリオンが原因とされ、プリオンが脳の組織に感染し、次第に認知症に類似   

した症状が現れ、死に至る重篤な神経難病である。ヒト乾燥硬膜の原料が採取された段階で   

プリオンに汚染されている場合があり、プリオン不活化のための十分な化学的処理が行われ  

ないまま製品として流通し、脳外科手術で移植された患者にCJDが発生した。  

国、輸入販売業者及び製造業者を被告として、1996年11月に大津地裁、1997年  

9月に東京地裁で提訴された。大津地裁、東京地裁は2001年11月に和解勧告を行い、  

2002年3月に両地裁で和解が成立した。  

本訴訟の和解に際して、園（厚生労働大臣）は、生物由来の医薬品等によるH【∨やCJ  

Dの感染被害が多発したことにかんがみ、こうした医薬品等の安全性を確保ずるため必要な   

規制の強化を行うとともに、生物由来の医薬品等による被害の救済制度を早期に創設できる   

よう努めることを誓約し・200 

策強化、独立行政法人医薬品医療機器総合機梓による生物由来製品による感染等被害救済制   

度の創設等がなされた。これらのほか、CJD患者の入院対策・在宅対策の充実、CJDの   

診断t治療法の研究開発、CJDに関する正しい知識の普及一啓発、患者家族・遺族に対す  

る相談事業等に対する支援、CJD症例情報の把握、ヒト乾燥硬膜の移植の有無を確認する  

ための患者診療録の長期保存等の措置が講じられるようになった。  

サリドマイド製剤、キノホルム製剤については、一般用医薬品として販売されていた製品もあ  

り、⊥般用医薬品の版売睾に従事する者においては、薬害事件の歴史を十分に理解し、医薬品の  

副作用等による健康被害の拡大防止に関して、製薬企業や国だけでなく、医薬品の情報提供、副  

作用報告等を通じて、その責務の一端を担っていることを肝に銘じておく必要がある。  

き車  

第2華 人体の働きと医薬品   

問題作成のポイント  

○ 身体の構造と働き、薬の働く仕組み、副作用の症状等に関する基本的な知識を、購入者へ   

の情報提供や相談対応に活用できること  

Ⅰ 人体の構造と働き   

ヒトの体は、細胞が集まって構成されており、関連する働きを持つ細胞が集まって組織を作り、   

て消化液と混和し、化学的消化を容易にする。  

（a）ロ蓮   

① 歯  

歯は、歯周組織噛肉、歯根膜、歯槽骨、セメン帽）によって上下の短の骨に固定さ   

れている。歯槽骨の中に埋没している歯の部分を歯根、歯裟（歯肉線のあたり）を境に口適  

に露出する部分を歯冠という8  

歯冠の表面はエナメル質で覆われ、体で最も硬い部分となっている。エナメル質の下に   

は象牙質と呼ばれる硬い骨状の組織があり、神経や血管が通る歯髄を取り囲んでいる。歯  

－16・  －17・   



匪垂司  

されている。胃液分泌と粘液分泌の／くランスが崩れると、胃の内壁が損傷を受けて胃痛等の  

症状を生じる。また、胃粘液に含まれる成分は、小腸におけるビタミンB12の吸収にも重要  

な役割を果たしている。   

食道から送られてきた内容物は、胃の運動によって胃液と混和され、かゆ状となって小腸  

に送り出されるまで数時間、胃内に滞留する。滞留時間は、炭水化物主体の食品の場合には   

匪頭   

の酪蝕が象牙質に達すると、神経が刺激されて、歯がしみたり痛みを感じるようになる。  

歯と歯肉の境目にある溝（歯肉溝）では細菌が繁殖しやすく、歯肉に炎症を起こすこと   

がある。歯肉炎が重症化して、炎症が歯周組織全休に広がると歯周炎（歯槽恕漏）となる。   

② 舌  

舌の表面には、吉乳頭という無数の小さな突起があり、味覚を感知する部位である味善が   

分布している。舌は味覚を感知するほか、血宿された飲食物を鎚拝して嵐夜と混和させる  

働きがある。  

「三   せん ③唾液腺   

嵐夜を分泌し、食物を湿潤させてかみ砕′華やすくし、また、血宿物を滑らかにして鯨下   

を容易にする。嵐夜には、デンプンをデキストリンや麦芽糖に分解する消化酵素（プチア   

リン。嵐夜アミラーゼともいう）が含まれ、また、味覚の形成にも重要な役割を持つ。  

嵐夜は、リゾチーム1．等の殺菌・抗菌物質を含んでおり、口蓮粘膜の保護・洗浄、殺菌等  

だ  の作用もある。また、唾液によってロ薩内はpHがほぼ中性に保たれ、酸による歯の由蝕  

を防いでいる。  

いん （b）咽頭、食道  

いん（う   咽頭は、口腔から食道に通じる食物路と、呼吸器の気道とが交わるところである。飲食物   

を飲み込む運動（憾下）が起きるときには、喉頭の入り口にある弁（自室頭蓋）が反射的に問                      えん  

比較的短く、脂質分の多い食品の場合には比較的長い。  

（d）小腸  

全長6～7mの管状の臓器で、十二指腸、空腸、回腸の3  けかれる。  

埠曲部には藤抱からの蒔  十二指腸は、胃から連なる約25。mのC字型に皆曲  

のう 管と胆嚢からの胆管の開口部があって、それぞれ除夜  

気管に流入せずに食道へと送られる。  

おち近くまで続く、直径1～2cmの管状の器官で、消化  

食物は、重力によって胃に落ち込むのでなく、食道の運動  

じることにより  

のど  食道は喉もと  

液の分泌鼠  

いん には括約筋があり、胃の内容物が食道や咽頭に逆  

ると、むねやけが起きる。  

へん では扁平に絹んでいるが、食道から内容物が  

反応して胃壁の平滑筋が弛緩し、容積が拡がる（胃適応性弛緩）  

て多くのひだをなしている。粘膜の表面には無数の微細な孔があ  胃の内壁は憫  

せん  
り、胃腺につな力  胃           たん 液を分泌している。胃液には、蛋白質を消化する酵素であるペプシ  

たん  
ンと塩酸（胃酸）が含まれる。蛋白質がペプシンによって半消化された状態をペプトンとい  

う。胃酸は、胃内を強酸性に保って内容物が腐敗や発酵を起こさないようにする役目を果た   

している。   

胃液による消化作用から胃自体を保護するため、胃の粘膜表皮を覆う細胞から粘液が分泌  

（。）藤臓   

胃の後下部に位置する細長い臓器で、藤液を十二指腸へ分泌する。級夜は弱アルカリ性で、  

寸い  胃で酸性となった内容物を中和するのに重要である。膵液は、トリプシノーゲンのほか、デ   

ンプンを分解するアミロブシン（敵夜アミラーゼ）、脂質を分解するリパーゼなど、多くの消  

すい 化酵素を含んでいる。すなわち、月掌臓は、炭水化物、盤白質、脂質のそれぞれを消化するす  

1口腔内の常在細菌が糖質から産生する自室で歯が脱灰されることによって起こる歯の欠損。いわゆる「むし歯」。  

rご 1リゾチームには細菌の細胞壁を分解する酵素作用のほか、消炎作用などもあり、生休肪御区子として働く。唾液以外に、鼻汁   
や涙㈲二も含まれている。なお、医薬品に用いられる塩化リゾチームは、卵白から精製したものである。  

一18－  

r＝ん 机脂質が蛋白質などの物質と結合した微弛子  

ー19－   
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iii）生体物質の産生  

胆汁酸やホルモンなどの生合成の出発物質となるコレステロール、フィブリノゲン等の  

血液凝固因子、アルブミン等、生命維持に必須な役割を果たす種々の生体物質は、肝臓に  

おいて産生される。また、肝臓では、必須アミノ酸vl以外のアミノ酸を生合成することがで  

きる。  

（g）大腸   

盲腸、虫垂、上行結腸、横行結腸、下行結腸、S状結腸、直腸からなる管状の臓器で、内  

壁粘膜に隊毛がない点で小腸と区別される。   

腸の内容物は、大腸に入ってきたときはかゆ状であるが、大腸の運動によって腸管内を通   

過するに従って水分とナトリウム、カリウム、リン酸等の電解質の吸収が行われ、固形状の  

未定柿．  

べての酵素の供給を担っている。  

ナい  また、膵臓は、消化篠であるとともに、血糖値を調節するホルモン（インスリン及びグル   

カゴン）等を血液中に分泌する内分泌巌でもある。  

（の 胆袈、肝臓   

胆裟は、肝臓で産生された胆汁を濃縮して蓄える器官で、十二指腸に内容物が入ってくる   

と収縮して腸管内に胆汁を送り込む。   

胆汁に含まれる胆汁酸塩（コール酸、デオキシコール酸等の塩類）は、脂質の消化を容易  

にし、また、脂溶性ビタミンの吸収を助ける。腸内に放出され  汁酸塩の大部分は、小腸  

で再吸収されて肝臓に戻される（腸肝循環）。   

胆汁には、古くなった赤血球や過剰のコレステローノ．  役割もある。胆汁に含  

まれるヒリルビン（胆汁色素）は、赤血球中のへ  生じた老廃物であ  

る。ヒリルビンはそのままでは水溶性が低く  t謝して体外へ  

排出しやすくする。  を起こすと  して  

黄崖（皮膚や白日が黄色くなる症状）を生   

肝臓は、体内で最も大きい臓器であり、葡  る。胆汁を産生するほかに  

主な働きとして次のようなものがある。  

i）栄養分の代謝t貯蔵   

小腸で吸収されたブドウ糖は、血液によっ  グリコーゲンとして蓄えら   

れるlV。グリコーゲンは、ブドウ糖が重合してできた高分子多糖で、血糖値が下がったとき   

など、必要に応じてブドウ糖に分解されて血液中に放出される。皮下組織等に蓄えられた   

脂質も、一度肝臓に運ばれてから壬ネルギー痛として利用可能な形に代謝される。   

また、肝臓は、脂溶性ビタミンであるビタミンA、D等のほか、ビタミンB6やB12等   

の水溶性ビタミンの貯蔵臓器でもある。  

ii）生体に有害な物質の無毒化・代謝  

消化管から吸収された、又は体内で生成した、滞留すると生体に有害な物質を、肝細胞   

内の酵素系の働きで代謝して無毒化し、又は体外に排出できる形にする。  

医薬品として摂取された物質の多くも、肝臓において代謝される。  

アルコールの場合、胃や小腸で吸収されるが、肝臓へと運ばれて一度アセトアルデヒドv   

に代謝されたのち、さらに代謝されて酢酸となる。  

アミノ酸が分解された場合等に生成するアンモニアも、体内に滞留すると有害な物質で   

あり、肝臓において尿素へと代謝される。  

2）呼吸器系  

呼吸を行うための器官系で、鼻鼠櫨頭、喉頭、気管、気管支、肺からなる。鼻鮎、ら気管支  

いんこう までの呼気及び吸気の通り道を気道といい、そのうち、咽頭・喉頭までの部分を上気道、気管か  

lVブドウ糖からのグリコーゲン生成は、骨格筋の組織でも行われ、骨格筋もその収縮のエネルギー源としてグリコーゲンを蓄   

えている。グリコーゲンはエネルギー源としての貯蔵効率が脂矧こ比べて低いため、グリコーゲンとして蓄えられたのち、消   
費されない余剰分は徐々に脂質へと転換される。  

V二日酔いの症状は、体内での中間代謝物であるアセトアルデヒドの毒性によるものと考えられている。  

・20－  

Vl体内で作られないため、食品などから摂取する必要があるアミノ軋 ヒトの場合、トリプトファン、リジン、メチオニン、   

フェニルアラニン、スレオニン、バリン、ロイシン、イソロイシン、ヒスチジンの9種のアミノ酸が必須アミノ酸とされる．  

Vll食事を摂らなくても排泄される糞便は、これらが排出されたものである。  

・21・   



匡童画  

ら気管支までを中気道、気管支よりも先の深部を下気道という。   

呼吸器は常時外気と接触する器官であり、様々な異物、病原物質の侵入経路となるため、幾つ  

もの防御機構が備わっている。  

（a）島越  

鼻の内側の空洞部分である。鼻蓮の入り口（鼻孔）にある鼻毛は、空気中の崖、一瞥等を吸   

い込まないようにするフィルターの役目を果たしている。   

鼻蓮の内壁は、粘膜で覆われた棚状の凹凸になっており、吸入された空気との接触面積を  

匡垂頭   

肺の内部で気管支が細かく枝分かれし、末端はブドウの房のような構造となっており、そ  

の球状の袋部分を肺胞という。肺胞の壁は非常に薄くできていて、周囲を毛細血管が網のよ  

うに取り囲んでいる。肺胞と毛細血管を取り囲んで支持している組織を問質という。   

肺胞の壁を介して、心臓から送られてくる血液から二酸化炭素が肺胞気中に拡散し、代わ  

りに酸素が血液中の赤血球に取り込まれるガス交換が行われる1X。肺胞気中の二酸化炭素は、  

呼気に混じって排出される。  

広げ、効率よく適度な湿り気と温もりを与えて、乾燥した冷た  
匹気が流れ込むのを防いで  

しやみが起きて激しい呼気  

3）循環器系   

体液（血液やリンパ液）をイ木内に循環させ、酸素、栄養分等を全身の組織へ送り、老廃物を排  

泄器官へ運ぶための器官系で、心臓、血管系、血液、騰臓、リンパ系からなる。   

血管系が心臓を中心とする閉じた管（閉鎖循環系）であるのに対して、リンパ系は末端がリン  

パ毛細管となって組織の中に開いている開放循環系である。  

（a）心臓  

心筋でできた掘りこぶし大の袋状の臓器で、二胸骨の真下に位置する。血液は心臓がポンプ  

の役目を果たすことによって循環している。  

心臓の内部は上部左右の心房、下部左右の心室の4つの空洞に分かれている。心房で血液   

を集めて心室に送り、心室から血液を抽出する。一このような心臓の動きを拍動という。その   

際に血液が確実に一方向に流れるよう、心室には血液を取り込む側と送り出す側にそれぞれ   

弁があり、拍動と協調して交互仁開閉する。 

心臓の右側部分（右心房、右心室）は、全身から集まってきた血液を肺へ送り出す。肺で   

のガス交換が行われた血液は、心臓の左側部分（左心房、左心室）に入り、そこから全身に  

送り出される。  

（b）血管系（動脈、静脈、．毛細血管）  

血液が血管中を流れる方向は一定しており、心臓から拍出された血液を送る血管を動脈、   

心臓へ戻る血液を送る血管を静脈という。いずれも血管壁が収縮すると血管は細くなり、弛   

緩すると拡張し、心拍準と同様に自律神経系によって制御される。  

動脈は弾力性があり、圧力がかかっても耐えられるようになっている㌔動脈の多〈は体の   

深部を通っているが、頚部、手首、肘の内側等では皮膚表面近くを通るため、心拍に合わせ   

て脈がふれる。血管壁にかかる圧力（血圧）は、通常、上腕部の動脈で測定されるxl。  

静脈は皮膚表面近くを通っている部分が多く、皮膚の上から透けて見える。静脈にかかる  

いる。島越内に物理的又は化学的な刺激を受けると、  

とともに刺激の原因物を排出しようとする。  

鼻塵の内壁には粘液分泌鮎ミ多く分布し、鼻汁  鼻から吸った空気に  

湿り気を与えたり、粘膜を保護するため、常  つ分泌されてい  はリソチー  

ムが含まれ、気道の防御機構の一つとな  

反応として大量に鼻汁が分泌されるようl  

る。かぜや  レルギーのと飽こは、防御  

いん （b）咽頭  

くう’鷲 鼻塵と口腔につながっており、  に属する。  

いんへん 咽頭の後壁には扁桃血lがあり、  kはリンパ組織（白血球の一  

室に侵入してくる細菌、ウイ  種であるリン／   

ルス等に対す  

（。）面真頭、気管  

円      こう 筒状の器官で、軟骨の突起した部分（喉頭  ‥ 
認定 

、 

せられる。声帯に過度の負担がかかると、声がかすれて  

‾ 
一＝ 

じん 吸い込まれた粉塵、細菌等の異物は、気道粘膜から分泌される粘液  

いん  にからめ取られ、綿毛運動による粘液層の連続した流れによって気道内部から咽頭へ向けて  

だ 排出され、唾液とともに韻下される。  

（（l）肺   

胸部の左右両側に1対ある。肺自体には肺を動かす筋組織がないため、自力で膨らんだり  

ろっ  縮んだりするのではなく、横隔膜や肋間筋によって拡張・収縮して呼吸運動が行われている。  
lXガス交換を行うため、肺胞は粘液層や綿毛によって保芸隻されておらず、肺胞まで異物や細菌が侵入してきたときには、肺胞  

表面を自在に移動できる肺砲マクロファージ（菱食細胞）がそれらを探しあてて取り込み、消化する防御機構が備わっている。  

L▲ラ X血姫中の過剰なコレステロールが血管の内壁に蓄積すると、血液が流れに〈くなるとともに、動脈ではその弾力性が損なわ   
れてもろくなる。  

Xl心臓が収縮したときの血圧を最大血圧、心臓が弛緩したときの血圧（・b臓には圧がかからなくても、血管には血管壁の持つ   
弾力のためある程度の圧がある）を最小血圧という。  

－23・   

v＝胤こ磁桃軌と呼ばれるが分泌腺ではなく、扁桃が正しい名称である。 せんへん  

－22一  



匡垂頭  

れた酸素が、全身の組織へ供給される（ニ酸化炭素はヘモグロビンとほとんど結合せず、  

血蜜中に溶け込んで末梢組織から月ホヘ運ばれる）。  

赤血球は骨誌で産生されるが、赤血球の数が少なすぎたり、赤血球中のヘモグロビン  

量が欠乏すると、血液は酸素を十分に供給できず、疲労や血色不良などの貧血症状血が  

現れる。その原因としては、食事の偏りや胃腸障害等のため赤血球の産生に必要なビタ  

ミンが不足することによる場合（ビタミン欠乏性貧血）や、月経過多や消化管出血等に  

よる血液損失のためヘモグロビンの生合成に必要な鉄分が不足することによる場合（鉄  

匝頭  

圧力は比較的低いため、血管壁は動脈よりも薄い。四肢を通る静脈では血流が重力の影響を  

受けやすいため、一定の間隔をおいて内蓮に向かう薄い帆状のひだ（静脈弁）が発達して血  

液の逆流を防いでいる。   

毛細血管は、動脈と静脈の間をつなぐように体中の組織に細かく張り巡らされている細い  

血管である。毛細血管の薄い血管壁を通して、酸素と栄養分が血液中から組織へ運び込まれ、  

それと交換に二酸化炭素や老廃物が組織から血液中へ取り込まれる。   

消化管壁を通っている毛細血管の大部分は、門脈と呼ばれる血管に集まって肝臓に入る。  

欠乏性貧血）などがある。  

【白血球】体内に侵入した細菌やウイルス等の異物に  を受け持つ細胞である  

形態や機能等の違いにより、数種矧＝細分類され  

（1）好中球は、最も数が多く、白血球の約  管壁を通り抜けて  

組織の中に入り込むことができ、感染が  菌やウイルス  

等を食作用によって取り込んで分解  （2）リンノ  

血液のほかリンパ液にも分布して循環  

し、細菌、ウイルス等の異  

疫グロブリン）を産生する  

ンパ球）、それらに対する抗体（免  

白血球の約5％と少ないが  

最も大きく、強い食作用を持  の中に入り  込むことができ  

組織の中では  これらのほか、アレルギー  

に関与す  

疫機能が発揮される。感染や炎症などが起  

との割合も変化する。  

【血小板】 と、血液が血管外に漏れ出す。皮膚まで傷つい  切れたり  

て血液が体の外に流れ  （外出血）に対し、血液が組織の隙間や器官の内部に流  

木には損傷した血管からの血液の流出を抑える仕組みが  れ込むことを内出血という  

備わっ軍おり、血小板がその仕組みにおいて重要な役割を担っている。   

損傷した血管は、’血管壁が収縮することで血流を減少させ、大量の血液が流出するの  

を防ぐ。同時に、損傷部位に血小板が粘着、凝集して傷口を覆う。このとき血小板から  

放出される酵素によって血液を凝固させる一連の反応が起こり、血憾登白質の一種であ  

るフィブリノゲンが傷口で重合して綿稚状のフィプリンとなる。フィプリン線維に赤血  

べい 球や血小板などが絡まり合い、血の凝固物（血餅耶）となって傷口をふさぎ、止血がな  

される。  

【赤血球】 中央部がくぼんだ円盤状の細胞で、血液全体の約40％を占めxlu、赤い血色  

素（ヘモグロビン）を含む。   

ヘモグロビンは鉄分と結合した蛋白質で、酸素量の多いところ（肺胞の毛細血管）で  

酸素分子と結合し、酸素が少なく二酸化炭素が多いところ（末梢組織の毛細血管）で酸  

素分子を放出する性質がある。このようなヘモグロビンの性質によって、肺で取り込ま  

mv心臓機能や自律神経系の障害による立ち〈らみ（起立性低血圧）やめまいなどの症状が俗に貧血と呼ばれることがあり、誤   
って混同されやすい。  

べい                      】ラ XV採血した血液が凝国して血研が沈殿したときの上澄みを血清といい、血叛からフィプリノゲンが除かれたものである。  

・25－   

ち▲う Ⅹll高脂血症や動脈硬化症に伴う血行障害は、血管の病変によるものであり、血液自体の粘桐性とは直接関係しない。  
Xl】l標高の高い土地での生活や重度の喫煙など、酸素が少ない環境で長期間過ごすと、血液中の赤血球の割合が増加する。  

－24－  



巨頭頭  

糸球体の外側を袋状のボウマン嚢が包み込んでおり、これを腎小体という。ポウマン簑ヵ、ら のう   

1本の尿細管が伸びて、腎小体と尿細管とで腎臓の基本的な機能単位（ネフロン）を構成し  

ている。  

腎小休では、肝臓でアミノ酸が分解されて生成する尿素など、血中の老廃物が慮過され、  

原尿として尿細管へ入る。そのほか、血球や箸白質以外の血皆成分も、腎小体で慮過される。  

尿細管では、原尿中のブドウ糖やアミノ酸等の栄養分及び血液の維持に必要な水分や電解質  

が再吸収される。その結果、老廃物が濃縮され、余分な水分、電解質とともに最終的に尿と  

庫裏棉  

（d）騰臓   

握りこぶし大のスポンジ状臓器で、胃の後方の左上腹部に位置する。主な働きは、免職内   

を流れる血液から古くなった赤血球を虚し取って処理することである。健康な赤血球には柔  

ひ  軟性があるので脾臓内の網目構造をすり抜けられるが、古くなって柔軟性が失われた赤血球  

どん  は引っかかり、脾臓の組織に存在するマクロファージ（貪食細胞）によって壊される。  

ひ  また、月卑臓にはリンパ球が増殖、密集する組織（リンパ組織）があり、血流中の細菌やウ   

イルス等の異物に対する免疫反応が行われる。  

（e）リンパ系（リンパ液、リンパ管、リンパ節）   

リンパ液が循環するリンパ系は、血管系とは半ば独立した循環系として存在する。リンパ   

系には心臓のようにポンプの働きをする器官がなく、リンパ液の流れは主に骨格筋の収縮に   

よるものであり、流速は血流に比べて緩やかである。   

リンパ液は、血皆の一部が毛細血管から組織の申へ潜み出して組織液（組織中の細胞と細  

胞の間に存在する体液）となったもので、血蜜とほとんど同じ成分からなるが、峯白質が少   

なく、リンパ球を含む。組織液は、組織中の細胞に酸素や栄養分を供給して二酸化炭素や老   

廃物を回収したのち、そのほとんどは毛細血管で吸収されて血液に還元されるが、一部はリ   

ンパ管に入ってリンパ液となる。その際、組織中に侵入した細菌、ウイルス等の異物もリン   

パ管に取り込まれる。  

斥があって、リンパ液は一定の方向に流れている。リンパ  

リ、最終的に鎖骨の下にある静脈につながるが、途中にリ  

ノン′哺の内部にはリンパ球やマクロファージ（簑食細胞）  

イルス等は、ここで免疫反応によって排  

体外へ排泄するための器官系である。  

器官としては、ニ酸化炭素を排出する呼吸器や、老廃物を汗とし  

て排出する外皮等も含聯葛が・生命活動によって生じた老廃物の排出のほとんどは、泌尿器系  

によって行われている。  

（a）腎臓  

横隔膜の下、背骨の左右両側に位置する一対の空豆状の臓器で、内側中央部のくぴれた部  

分に尿管、動脈、静脈、リンパ管等がつながっている。  

腎臓に入る動脈は細かく枝分かれして、毛細血管が小さな球状になった糸球体を形成する。  

lfうこう 膳胱壁の排尿筋が収縮し、尿が尿道へと押し出される。  

【尿道】脂岳戎に溜まった尿が体外に排泄されるときに通る管である。女性は尿道が短いため、  

細菌などが侵入したとき詣窪まで感染を生じやすい。高齢者では、指扁や尿道の括約筋の働  

きによって排尿を制御する機能が低下し、また、罷誠の容量が小さくなるため、尿失禁を起  

W－1ステロイドという共通する化学構造を持つことから、ステロイドホルモンともいう。医菜晶に開いられるステロイド性抗消   

炎成釧ま、化学的に合成された副腎皮質ホルモンの誘導体である。  

ⅩVlllアルドステロンの分泌が過剰になると、高血圧、むくみ（浮円更）、カリウム喪失などを生じる（アルドステロン癌〉。  

・27・   

わき ⅩVlリン／く節は、首筋、脇の下．もものつけ順に多く集まっており、これらリンパ節が集まっている部イ立が、俗に「リンパ腺」   
と呼ばれることがある。  

一2G・  



匝麺】  

こしやすくなる。また、男性では、置祓の真下に尿道を取り囲むように前立敵沌る。加齢  

とともに前立腺が肥大し、尿道を圧迫して排尿困難等を生じることがある。  

医垂頭  

けん 【眼瞼（まぶた）】 眼球の前面を覆う薄い皮膚のひだで、物理的・化学的刺激から目を防護す  

るほか、まぶしいとき日に射し込む光の量を低減させたり、まばたきによって目の表面を涙  

液で潤して清浄に保つなどの機能がある。   

上下の眼桜の縁にはぜ毛（まつげ）があり、ゴミや‘瞥等の異物をはじいて目に入らない  

ようにするとともに、物が触れると反射的に目を閉じる触毛としての機能がある。   

眼路ま、素早くまばたき運動ができるよう、皮下組織が少なく薄くできているため、内出  

血や裂傷を生じやすい。また、むくみ（浮敵等、全身的な体調不良（薬の副作用を含む）  

の症状が現れやすい部位である。  

けん 【結膜】眼瞼の内側と眼球前方の強膜（白目の部分）とを結ネミ皐うに覆って組織を保護して  

いる。薄い透明な膜であるため、中を通っている血管が外部から容易に観察できる。  

2 日、鼻、耳などの感覚器官   

外界における種々の現象を刺激として、脳に伝えるための器官である。可視光線血を感じる視  

覚器（目）、空気中を漂う物質の刺激を感じる智覚器（鼻）、音を感じる聴覚器（耳）等、それぞ  

れの感覚器は、その対象とする特定の感覚情報を捉えるため独自の機能を持っており、他の器官  

ではそれらを感じとれない。また、各感覚器は外気と直接触れる  あり、病原物質、アレル  

ゲン等の様々な異物に緩されている部分でもある。  

日の充血は血管が拡張して赤く見える状態xxで義金  1）目  

視覚情報の受容器官で、明暗、色及びそれら  

が、結膜の充血では白目の部分だけで  

眼掠の内側は赤くならず、強膜自休が  

盛、らなる。涙藤．；三i艮鮎内側  

なく眼緩の内側も赤くなる。強膜が充血した  時間的な変化（動き  じとる眼球と、  

眼路、結膜、涙器、眼筋等からなる。  

きる。  

乳白色であるため、白目の部分がピンク  顔面の壱  体の遠近感   ことがで  

【涙器】涙液を分泌する涙鯨と、涙液を鼻  

にある分泌諒で、血嘗から涙i   

涙液の主な働きとしては、（1）  

（a）眼球   

頭蓋骨のくぼみ（眼畠）に収まって  側は、正面前方付近（黒目の部  ．学物質が目に入ったときに、  

莫や結膜で生じた老廃物を洗  分）のみ透明な角膜が覆い、その他の部分は強膜という  

っている。紫外線を含む光に長時間曝されると、－角膜の  

それらを洗い流す、（2）角膜に酸素  

を生じることがある（雪   い流す、（4）日が魚  らかに保つ、（5）リゾチーム、  

眼炎。雪目ともいう。）。   

角膜と水晶体の間は、組織液（房水）で満たされ、角膜に一定の圧（眼圧）を生じさせて   

いる。透明な角膜や水晶体には血管が通っておらず、房水によって栄養分や酸素が供給され   

る。水威本の前には錠彩があり、瞳孔を散大・縮小させて眼球内に入る光の量を調節してい   

る。水晶体から網膜までの眼球内は、硝子体という透明のゼリー状組織で満たされている。  

角膜に射し込んだ光は、角膜、房水、水晶体、硝子体を透過しながら屈折して網膜に焦点   

を結ぶが、，主に水晶体の厚みを変化させることによって、遠近の焦点調節が行われている。   

水晶体は、その周りを囲んでいる毛様体の収縮・弛緩によって、近くの物を見るときには丸  

へん  く厚みが増し、遠くの物を見るときには扁平になる。  

網膜には光を受容する細胞（視細胞）が密集していて、個々の視細胞は神経線維につなが   

り、それが束なって眼球の後方で視神経となる。視細胞には、色を識別する細胞と、わずか   

な光でも敏感に反応する細胞の二種類がある。後者が光を感じる反応にはビタミンAが不可   

欠であるため、ビタミンAが不足すると夜間視力の低下（夜盲症）を生じる。  

けん （b）眼瞼、結膜、涙器、眼筋  

免疫グロブリ   

涙液は起き  

＼ら防御す  

目頭の内側にある小さな孔（涙点）から涙  

已中や、涙液の働きが悪くなったときには、  

（目やに）となる。  

向に向けるため、6本の眼筋が眼球側面の強膜につなが  

を同じ位置に長時間支持していると眼筋が疲労する  

眼筋の疲労のほか、遠近の焦点調節を行っている毛様体の疲労  

くなって涙液の供給不足等を生じ、目のかすみや充血、痛み等の  

こうした生理的な目の疲れではなく、メガネやコンタクトレンズ   症状（疲れ目）  る  

が合っていなかったり、神経性の疲労（ストレス）、睡眠不足、栄養不良等が要因となって、   

慢性的な目の疲れに肩こり、頭痛等の全身症状を伴う場合を眼精疲労という。  

2）鼻  

智覚情報の受容器官で、空気中を漂う物質を鼻屋内に吸い込み、その化学的刺激を感じとる。  

X■X電浦波のうち、ヒトの目で知覚される波長矧こあるもの。太陽光は、可視光線よりも波長の短い紫外線、波長の長い赤外線   
なども含んでいるが、ヒトのEはそれらを知覚することができない。  

・28・  

ⅩX単に「目が赤いJというときは、充血と内出血（結膜下出血）がきちんと区別されることが重要である。  

・29－   



奉声亨！学  

食品からの覚情矧ま、舌が受容した味覚情報と脳において統合され、風味として認識される。  

（a）鼻蓮  

鼻貞壷上部の粘膜にある特殊な神経細胞（嘆細胞）を、においの元となる物質の分子（にお きゆう  

い分子）が刺激すると、その刺激が脳の笹覚中枢へ伝えられる。においに対する感覚は非常  

か   に鋭敏であるが順応を起こしやすく、長時間同じにおいを嗅いでいると次第にそのにおいを  

感じなくなる。  

鼻組ま、薄い板状の軟骨と骨でできた鼻中隔によって左右に仕切られている。鼻中隔の前   

部は、毛細血管が豊富に分布していることに加えて粘膜が薄い虚、傷つきやすく鼻出血を  

匝重囲  

作によって意識的に耳管を聞けると気圧の均衡が戻って回復する。また、小さな子供では、   

耳管が細くて水平に近く、鼻鮎、らウイルスや細菌の感染が起こりやすい。  

（c）内耳  

聴覚器官である錨牢と、平衡器官である前庭の2つの部分からなる。  

かぎゆう   蛸牛は渦巻き形をした器官で、内部はリンパ液で満たされ、中耳の耳小骨から伝わる振動  

がリンパ液を震わせ、その振動が聴細胞の小突起（感覚毛）を揺らして、聴神経が刺激され  

る。  

前庭は、水平・垂直方向の加速度を感知する部分（耳石器官）と、体の回転や傾きを感知   

する部分（半規管）に釧ナられる。錨牢と同様、内部はリンパ液で満たされており、リンパ  

液の動きが平衡感覚として感知される。乗り物酔い（動揺病）は、東リ物に乗っているとき  

反復される加速度刺激や動揺によって、平衡感覚が混乱して生じる身体の変調である。  

3 皮膚、骨・関節、筋肉などの運動器官  

1）外皮系  

身体を覆う皮膚と、汗臥劇旨臥乳鯨等の皮膚鼠叩や毛等の角質を総称して外皮系という。  

皮膚には、主に次のような機能がある。   

○ 身体の維持と保護・体表面を包み、体の形を維持し、保護する（バリア機能）。また、細菌  

等の異物の体内への侵入を防ぐ。爪や毛等の角質は皮膚の一部が変化してできたもので、  

皮膚に強度を与えて体を保護している。   

○ 体水分の保持：体の水分が体外に蒸発しないよう、又は、逆に水分が体内に浸透しないよ  

う遮断している。   

○ 熱交換：外界と体内の熱のやり取りをする機能で、体温を一定に保つため重要な役割を担  

っている。体温が上がり始めると、皮膚を通っている毛細血管に血液がより多く流れるよ  

せん   うに血管が開き、体外へより多くの熟を排出する。また、汗腺から汗を分泌し、その蒸発  

時の気化熱を利用して体温を下げる。逆に、体温が下がり始めると血管は収縮して、放熱  

を抑える。   

○ 外界情報の感知：触覚、圧覚、痛覚、温度感覚等の皮膚感覚を得る感覚器としての機能も  

有している。   

ヒトの皮膚の表面には常に一定の微生物が付着しており、それら微生物の存在によって、皮膚  

の表面での病原菌の繁殖が抑えられ、また、病原菌の体内への侵入が妨げられている。皮膚の表  

面に存在する微生物のバランスが崩れたり、皮膚を構成する組織に損傷を生じると、病原菌の繁  

殖、侵入が起こりやすくなる。生休は、それらを排除する反応として免疫機能を活性化させ、そ  

しんかゆ の結果、皮膚に炎症を生じ、発疹や発赤、痔み等の症状が現れることがある。   

皮膚は、表皮、真皮、皮下組織の3層構造からなる。表皮は最も外側にある角質層と生きた表  

?1 

起こしやすい。鼻蓮の粘膜に炎症を起こして腫れた状態を   いい、鼻汁過多や鼻閉（鼻  

づまり）などの症状を生じる。  

（b）副鼻鹿  

島の周囲の骨内には、骨の強さや形を保ち  量を軽くするため  隣接した目と  

日の間、額部分、箱の下、鼻蓮の奥に空5  り、それら   う。いずれ  

も鼻建と細い管でつながっている。  

こ芋ミミ∴ニニーミ： 
．、．・＿  

鼻塵と連絡する管は非常に狭いたd  

し粘液を  でできた粘膜で覆われている。副  

によって鼻庭内へ排出されるが、  

開口部がふさがりやす〈  

なり、副鼻こ  

内耳からなる。側頭部の左右両側に1対  

集められた音を鼓膜まで伝導する外耳道からなる  

われたもので、外耳道の軟骨部に連なっている。軟骨部には耳  

′等が入り込むのを防し、でいる。外耳道にある耳東経（汗鯨の－  

種）や皮脂鮎、ら  

る。  

ほこり 物に、竣や外耳道上皮の老廃物などが混じって耳垢（耳あか）とな  

（b）中耳  

外耳と内耳をつなぐ部分で、鼓膜、鼓室、耳小骨、耳管からなる。  

外耳道を伝わってきた音は、鼓膜を振動させる。鼓室の内部では、互いに連結した微細な   

3つの耳小骨が鼓膜の振動を増幅して、内耳へ伝導する。   

鼓室は、耳管という管で鼻鮭や呂歯頭と通じている。急な気圧変化のため鼓膜の内外に気圧  

あご  差が生じると、耳がつまったような不快感や痛みなどを感じるが、顎を動かす等の耳抜き動  

一別） 


